
【ニュースリリース】訪問服薬指導で街の薬局様との連携を開始        2019 年 2 月 19 日 

報道機関各位 

Hyuga Pharmacy 株式会社（本社：福岡県春日市、代表取締役：黒木哲史） 

福岡県、佐賀県、神奈川県、千葉県で調剤薬局事業（きらり薬局）を営んでおります。 

---------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

弊社は薬局に処方箋を持参する「外来服薬指導」のほか、薬剤師が自宅等を訪問し服薬指導を実施する 

「訪問服薬指導」のサービスを実施し、薬剤師が常時待機し、「訪問服薬指導」を実施することにより 

「24 時間 365 日」対応のサービスを提供しております。 

 これからの調剤薬局の在り方、2025 年問題（超高齢化社会への対応）の解決に向け、弊社の理念に 

共感していただける街の薬局と協働することが必要だと考え、他薬局との連携（ボランタリーチェーン） 

の拡大を図り、在宅医療における薬剤師業務の課題解決に取組んでまいります。 

▼特徴として 

１．在宅ノウハウの共有 

  ・介護事業者への対応方法 

  ・緩和ケア薬剤師による特定医療材料に関する研修、実技指導等 

  ・配薬方法のレクシャー（誤飲を防ぐ薬の一包化の手法） 

  ・薬剤師、事務スタッフの指導派遣（在宅現場への同行含む） 

２．在宅導入支援 

  ・臨時処方（日曜日、祝日、夜間のサポート）の対応 

  ・臨時処方専任薬剤師の派遣 

▼背景として 

 今後、高齢者が増加する中で、政府は在宅医療の拡大を促していますが、薬剤師が自宅等を訪問する 

「訪問服薬指導」を普及させるには調剤薬局の体制整備が不可欠です。 

 しかし、現在では薬剤師は慢性的な人材不足であり、また、実際に在宅医療を新たに開始もしくは 

拡充させるにあたり、大小様々な不安があるのではないかと考えております。 

連携を図ることで薬剤師の人数が限られている調剤薬局でも「24 時間 365 日」対応の訪問服薬指導を 

実施する中でも緊急時の対応が可能な上、負担軽減にもつながるのではないかと考えております。 

▼今後の展望について 

 2025 年問題（超高齢化社会）を目前に、患者様が「24 時間 365 日」、自宅で安心して療養できる社会 

インフラを創るため、年 10 店舗のペースで連携先の拡大を目指し、体制構築を図ってまいります。 

 また調剤薬局の連携により、単独で行っていた「在宅調剤」サービスを共同で行うことによって 

地域の患者様のニーズを集約することで、患者様に寄り添ったサービスの質を高めることが可能になる 

と考えております。 

▼お問い合わせ先 

Hyuga Pharmacy 株式会社（福岡県春日市春日原北町 2 丁目 2 番 1 号） 

TEL:092-558-2120   FAX：092-558-2121 

担当者：後藤祐弥    E-mail：y.gotou.@kirari3.com 


